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平成1８年３月期　業績予想の修正に関するお知らせ

　最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年 5 月 23 日 に公表しました平成18年3月期の業績予
想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。

記

1．平成18年3月期中間連結業績予想値の修正(平成17年4月1日～平成17年9月30日)
(単位：百万円)

売 上 高 経 常 利 益 中間純利益(損失)

前回発表予想（Ａ）
 24,000  680  328

（ 17 年 5 月 23 日 発表）

今回修正予想（Ｂ）  24,238  71 △ 206

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ）  238 △ 609 △ 534

増 減 率（％）  1.0 △ 89.6 △ 162.8

（ご参考）
 22,557  1,023  536

前期（17年3月期）実績

2．平成18年3月期通期連結業績予想値の修正(平成17年4月1日～平成18年3月31日)
(単位：百万円)

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ）
 47,800  1,120  596

（ 17 年 5 月 23 日 発表）

今回修正予想（Ｂ）  48,600 840 280

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ）  800 △ 280 △ 316

増 減 率（％）  1.7 △ 25.0 △ 53.0

（ご参考）
 44,416  843  364

前期（17年3月期）実績



5．修正の理由
(1)連結業績予想

3．平成18年3月期中間個別業績予想値の修正(平成17年4月1日～平成17年9月30日)
(単位：百万円)

売 上 高 経常利益(損失) 中間純利益(損失)

前回発表予想（Ａ）
 18,000  270  148

（ 17 年 5 月 23 日 発表）

今回修正予想（Ｂ）  17,962 △ 378 △ 369

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △ 38 △ 648 △ 517

増 減 率（％） △ 0.2 △ 240.0 △ 349.3

（ご参考）
 17,334 551 333

前期（17年3月期）実績

4．平成18年3月期通期個別業績予想値の修正(平成17年4月1日～平成18年3月31日)
(単位：百万円)

売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ）
 36,300  640  350

（ 17 年 5 月 23 日 発表）

今回修正予想（Ｂ）  36,700 205 20

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ）  400 △ 435 △ 330

増 減 率（％）  1.1 △ 68.0 △ 94.3

 35,464  506  290
前期（17年3月期）実績
（ご参考）

中間期の売上高はほぼ予想通りの見込みですが、今期から減損会計を適用し減損損失を実施し
たことに加え、原材料価格の高騰が予想以上に厳しく吸収できなかったことおよび米国デルファ
イ社の破産法申請による貸倒費用99百万円の発生などにより、経常利益、当期純利益とも予想を
下回る見込みです。
通期については、原材料価格の高騰をさらなる原価低減活動で吸収すべく推進を図りますが、

経常利益、当期純利益とも期初予想を下回る見込みです。

(2)個別業績予想
中間期の売上高はほぼ予想通りの見込みですが、今期から減損会計を適用し減損損失を実施し

たことに加え、原材料価格の予想以上の高騰や原材料の逼迫にともなう物流コストの上昇および
新規生産ラインの立ち上げ遅れなどにより、経常利益、当期純利益とも予想を下回る見込みで
す。

通期については、原材料価格の高騰をさらなる原価低減活動で吸収すべく推進を図りますが、
経常利益、当期純利益とも期初予想を下回る見込みです。

以　上


	業績修正 ７７期 

